能代宇宙イベント

ロケット甲子園参加申込書(締め切り7月10日)

下記に記入し、協会へお送りください。

(送り先gga00011@nifty.com 日本モデルロケット協会)
私たちのチームはロケット甲子園2010に参加したく、下記のとおりに申し込みます。

(2010年8月21日午前9:00より現地にて、搭載用生卵、エンジンを渡し、機体検査を実施)
1. チーム名(同一学校で2チームまで)

2. 学校名
3,選手名・年齢(1チーム3名～10名、ライセンス番号)
　1,

2,

3,

4,

5,

6,

7,

8,

9,

10,

4,参加ロケットの簡単な概略図
a,全長

b,直径

c,全質量(エンジン、卵60gで計算、高度計15.2を含み1000g以下)

d,使用エンジン(添付資料より選択、協会がまとめて火薬申請し、現地にてエンジンを配布します。1パック単位で申請購入願います。)

シングルユースエンジンを推薦します。

例　F20-4W,　F23-4FJ,　 F25-4W,　F27-4R,　F42-4T,　G40-4W

(リローダブルエンジンはアルミケース重量が重いため)

e,ランチラグ内径6mm(ボディ下部と重心位置の2か所に取り付け)

発射台ランチパイプ寸法　直径6mm 長さ114cmを使用(主催者が現地に用意します)

f,パラシュート本体用1、積載物用15インチパラシュート1の回収装置を必ず付けること。
なお、現地での機体検査により、危険であると判断された機体は、午後4時までに安全に改修して打ち上げる。改修が間に合わない機体は失格となる。

1チームは2回の試技を実施し、その記録を公式とする。
点火装置　12ボルト(主催者が現地に用意します)

(発射台、点火装置は各チームが持参してもよい)

5,参加費用

　21,000円＋使用するエンジン代金=総額を申し込み時に支払

　　　　　三井住友銀行　上福岡支店　普通　3316445 日本モデルロケット協会
6,高度、滞空時間により総合成績上位の3チームを表彰する。
(本成績は放出された積載物である生卵が割れていない、指定高度、滞空時間に近いチームが上位となるが、ロケット本体が海上着水しても失格にはならない。ただし、生卵と高度計を積んだ積載物部分の海上着水は失格となる。)

優勝チームで、米国基準に達している場合は2011年5月に米国で開催されるTARC2011決勝戦に、日本代表チームとして参加する権利を得る。
「優勝チームへのお願い」

関係機関が鋭意努力しておりますが、昨今の社会情勢により、渡航費用(往復航空券、宿泊費用含む)の企業支援が大変厳しい状態です。従って、選抜されたチームは申し訳ありませんが現地費用は自己負担での対応をよろしくお願いいたします、地元企業を含む支援により、スポンサー名入りチームTシャツ等での参加は、米国チームがその方式により全国から参加していますので、是非お願いいたします。
